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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明装置であって、
　支持体と、
　前記支持体に取付けられた第１の電気コネクタと、
　アームと、を有し、前記アームは、第１の端部と、前記アームの長さ方向に沿って前記
第１の端部から離間した第２の端部と、前記アームの長さ方向に沿って少なくとも部分的
に延びるチャネルを含み、
　更に、前記アームに取付けられた光源を有し、前記アームは、前記光源が前記第１の電
気コネクタの一方の側に配置される第１の向き及び前記光源が前記第１の電気コネクタの
他方の側に配置される第２の向きのうちの選択された一方の向きに、前記支持体に取付け
可能であり、
　更に、前記光源に接続された第２の電気コネクタを有し、前記第２の電気コネクタは、
前記第１の電気コネクタに電気的に接続され且つ取外し可能であり、前記支持体に対する
前記アームの長さ方向移動とともに前記チャネルに沿って移動可能である、照明装置。
【請求項２】
　前記チャネルは、前記アームの上面及び下面のうちの一方に配置される、請求項１に記
載の照明装置。
【請求項３】
　前記第１の電気コネクタは、前記第２の電気コネクタを前記第１の電気コネクタに接続
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するために、前記支持体に対して移動可能である、請求項１又は２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記第１の電気コネクタは、前記第２の電気コネクタを前記第１の電気コネクタに接続
するために、前記支持体に対して枢動可能である、請求項３に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記第１の電気コネクタは、上昇位置と下降位置の間を前記支持体に対して移動可能で
ある、請求項３又は４に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記第１の電気コネクタは、前記第２の電気コネクタに向かって磁気的に引き寄せられ
る、請求項１～５のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記支持体は、複数のガイドを含み、前記複数のガイドは、前記アームを解放可能に保
持し、前記支持体に対する前記アームの移動を案内する、請求項１～６のいずれか１項に
記載の照明装置。
【請求項８】
　前記複数のガイドは、１組のガイドを含み、前記アームは、前記１組のガイドの間に挿
入可能である、請求項７に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記１組のガイドのうちの少なくとも１つのガイドは、前記チャネル内に少なくとも部
分的に受入れられるように構成される、請求項８に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記１組のガイドのうちの一方のガイドは、前記アームに係合する展開位置と前記アー
ムを前記支持体から取外すことを可能にする引込み位置との間を、前記アームに対して移
動可能である、請求項８又は９に記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記移動可能なガイドは、展開位置に向かって付勢される、請求項１０に記載の照明装
置。
【請求項１２】
　前記移動可能なガイドは、展開位置にあるとき、前記アームの第２のチャネル内に少な
くとも部分的に配置される、請求項１０又は１１に記載の照明装置。
【請求項１３】
　前記第２のチャネルは、前記アームにおいて前記チャネルの反対側に配置される、請求
項１２に記載の照明装置。
【請求項１４】
　前記複数のガイドの各々は、支持プレートに回転可能に取付けられたローラを含む、請
求項７～１３のいずれか１項に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明装置に関する。好ましい実施形態では、照明装置は、ランプ又は照明器
具の形態をなし、机又はテーブル用の照明器具であってもよいし、床置き照明器具の形態
であってもよい。変形例として、照明装置は、壁又は天井取付け用の照明装置の形態であ
ってもよい。
【背景技術】
【０００２】
　図１（ａ）～図１（ｃ）を参照すると、特許文献１は、照明装置１０を記載し、照明装
置１０は、垂直方向の支持体１２と、支持体１２に取付けられた細長い水平方向のアーム
１４を含み、アーム１４は、支持体１２に対して垂直方向及び水平方向の両方に移動可能
である。アーム１４は、アーム１４の一方の端部に取付けられた光源１６と、アーム１４
に沿って延びるヒートシンク１８と、照明装置１０の使用中に光源１６によって発生した
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熱をヒートシンク１８まで運ぶためのヒートパイプを含む。ヒートシンク１８は、アーム
１４の上面及び底面に沿って延びる複数のチャネル２０を有する。アーム１４は、シート
支持体２２によって支持体１２に連結される。シート支持体２２は、第１組のホイール２
４を含み、第１組のホイール２４は、アーム１４のチャネル２０に沿って移動するように
構成され、それにより、アーム１４が垂直方向の支持体１２に対して水平方向に摺動する
ことを可能にする。シート支持体２２はまた、第２組のホイール２６を含み、第２組のホ
イール２６は、支持体１２の垂直方向側面に形成された複数のチャネル２８に沿って移動
するように構成される。これにより、シート支持体２２、かくして、アーム１４が支持体
１２に沿って摺動することを可能にし、その結果、光源１６の垂直方向位置を調節するこ
とを可能にする。
【０００３】
　光源１６は、複数の平坦な可撓性ケーブルによって電力ケーブル３０に接続される。光
源１６は、アーム１４に沿って延びる第１の平坦な可撓性ケーブルの第１の端部に接続さ
れる。第１の平坦な可撓性ケーブルの第２の端部は、シート支持体２２の第１の側に配置
された第１の電気接点に接続される。第１の電気接点は、シート支持体２２の反対側の第
２の電気接点に接続される。第２の電気接点は、垂直方向の支持体１２に沿って延びる第
２の平坦な可撓性ケーブルの第１の端部に接続される。第２の平坦な可撓性ケーブルの第
２の端部は、電力ケーブル３０に電気的に接続可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願公開第２０１４／００２９２４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　垂直方向の支持体１２は、ベース３２に取付けられ、垂直方向軸線の周りにベース３２
に対して回転することができる。これにより、光源１６の角度方向位置を調節することを
可能にし、例えば、垂直方向の支持体１２を、ベース３２に対して１８０°回転させるこ
とによって反転させることを可能にするけれども、図１（ｃ）で見ることができるように
、シート支持体２２の見た目が劣る背面が、ユーザに容易に見えるようになる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、照明装置を提供し、この照明装置は、支持体と、支持体に取付けられた第１
の電気コネクタと、アームを有し、アームは、第１の端部と、アームの長さ方向に沿って
第１の端部から離間した第２の端部と、アームの長さ方向に沿って少なくとも部分的に延
びるチャネルを含み、更に、アームに取付けられた光源を有し、アームは、光源が第１の
電気コネクタの一方の側に配置される第１の向き及び光源が第１の電気コネクタの他方の
側に配置される第２の向きのうちの選択された一方の向きに、支持体に取付け可能であり
、更に、光源に接続された第２の電気コネクタを有し、第２の電気コネクタは、第１の電
気コネクタに電気的に接続され且つ取外し可能であり、支持体に対するアームの長さ方向
移動とともにチャネルに沿って移動可能である。
【０００７】
　支持体は、好ましくは、垂直方向の支持体であり、照明装置の通常使用中、垂直方向に
延びる。アームは、好ましくは、細長いアームであり、照明装置の通常の使用中、水平方
向に延びる。用語「細長いアーム」は、最大厚さよりも著しく長い長さを有するアームを
意味するのに使用される。用語「水平方向」、「垂直方向」、「上昇」、「下降」、「上
側」、及び「下側」は、本願に関して、通常の使用時の照明装置の構成要素の相対的な向
き又は位置を参照するのに使用される。
【０００８】
　本発明は、特許文献１に記載された照明装置に対する改善を提供し、かかる改善は、支
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持体に反転可能に取付け可能である、すなわち、光源を支持体の左側及び右側のうちの選
択された一方の側に配置することが可能であるアームを提供することによる。このことは
、ユーザが、支持体から分離させたアームを垂直方向軸線の周りに１８０°回転させるこ
とによって、支持体を回転させることなしに、光源の向きを反転させることを可能にし、
かくして、支持体の背面及び支持体に取付けられた任意の構成要素の背面を、照明装置の
前に位置するユーザの視線から外れたままにすることを可能にする。アーム及び支持体は
また、箱又はその他のパッケージ内の別々の構成要素としてユーザに供給されてもよく、
アーム及び支持体は、照明装置の使用前、ユーザによって組立てられる。これにより、パ
ッケージのサイズを小さくすることを可能にし、それにより、搬送費を低減させることが
できる。
【０００９】
　照明装置は、支持体に取付けられた第１の電気コネクタを有する。第１の電気コネクタ
は、好ましくは、例えば照明装置の電力ケーブルによって、電源に接続可能である。照明
装置は、更に、光源に接続された第２の電気コネクタを有する。第１の電気コネクタ及び
第２の電気コネクタは、好ましくは、これらの間の物理的接触による電気接続を確立する
。光源は、好ましくは、アームの両端部のうちの一方のところに又はその近くに配置され
る。
【００１０】
　アームを支持体に対して長さ方向に移動させるときの第１の電気コネクタと第２の電気
コネクタの間の電気接続、かくして、光源と電源の間の電気接続を維持するために、第２
の電気コネクタは、アームに対して移動可能である。第２の電気コネクタは、アームの長
さ方向に沿って少なくとも部分的に延びるチャネルに沿って移動可能であるように、アー
ムに取付けられる。チャネルは、好ましくは、アームの下面及び上面のうちの一方に、よ
り好ましくは、アームの下面に配置される。第２の電気コネクタは、リボンケーブルによ
って光源に接続されるのがよく、リボンケーブルは、光源と第２の電気コネクタの間の電
気接続の一体性を維持しながら、第２の電気コネクタがチャネルに沿ってかつ光源に対し
て移動することを可能にする。
【００１１】
　アームを支持体から取外して、アームの向きを反転させ、引き続いて、アームを支持体
に再連結させることを可能にするために、第１の電気コネクタは、第２の電気コネクタか
ら接続解除可能であり、且つ、第２の電気コネクタに再接続可能である。第１の電気コネ
クタと第２の電気コネクタの間の接続解除は、好ましくは、ユーザの手で行われ、すなわ
ち、いずれの工具も使用しない。
【００１２】
　好ましい実施形態では、第１の電気コネクタを第２の電気コネクタに接続するために、
第１の電気コネクタは、支持体に対して移動可能である。第１の電気コネクタは、支持体
に対して並進可能であってもよいし、回転可能であってもよいし、摺動可能であってもよ
く、好ましい実施形態では、第１の電気コネクタは、支持体に対して枢動可能である。
【００１３】
　第１の電気コネクタと第２の電気コネクタの間の電気接続の確立を容易にするために、
第２の電気コネクタは、好ましくは、第１の電気コネクタに向かって磁気的に引き寄せら
れる。例えば、第１の電気コネクタ及び第２の電気コネクタは、それぞれの磁石を含むの
がよく、それぞれの磁石の磁極は、磁石が互いに向かって磁気的に引き寄せられる向きに
配置される。
【００１４】
　第１の電気コネクタは、好ましくは、第１のプリント回路基板（ＰＣＢ）の少なくとも
１つの電気接点を含む。第１のプリント回路基板（ＰＣＢ）は、好ましくは、支持体に対
して移動するように支持体に連結された突起部に取付けられる。第１の磁石は、突起部に
取付けられる。突起部は、好ましくは、第１の電気コネクタと第２の電気コネクタの間の
電気接続を確立することができる第１の位置と第１の位置から離間した第２の位置との間
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を、支持体に対して枢動可能に移動可能である。突起部は、好ましくは、その第２の位置
に向かって付勢され、かくして、磁石間の磁気引力の影響の下で第２の（接続解除）位置
から第１の（接続）位置まで移動するように構成されることが好ましい。
【００１５】
　第２の電気コネクタは、好ましくは、アームの下面に配置される。かくして、第１の位
置は、好ましくは、突起部の上昇位置であり、第２の位置は、好ましくは、突起部の下降
位置である。突起部は、第１の位置にあるとき、好ましくは、実質的に水平方向である。
突起部は、好ましくは、キャリア、第１のプリント回路基板（ＰＣＢ）、及び第１の磁石
の重量により、下降位置に向かって付勢され、アーム及び支持体の分解中、第２の電気コ
ネクタを第１の電気コネクタから遠ざけるとき、突起部は、下降位置に自動的に移動する
。
【００１６】
　第２の電気コネクタは、少なくとも１つのバネ負荷式のピン、例えば、ポゴピン（pogo
 pin）を含み、かかるピンは、第１のプリント回路基板（ＰＣＢ）の接点に係合して、電
気コネクタ間の電気接続を確立する。好ましくは、第１の電気コネクタは、少なくとも１
対の電気接点を含み、第２の電気コネクタは、１対の電気接点に係合する１対のピンを含
む。好ましい実施形態では、第１の電気コネクタは、アームが支持体に第１の向きに接続
されるときに１対のピンに係合する第１の対の電気接点と、アームが支持体に第２の向き
に接続されるときに１対のピンに係合する第２の対の電気接点を含む。
【００１７】
　各ピンは、好ましくは、第２のプリント回路基板（ＰＣＢ）に接続される。第２のプリ
ント回路基板（ＰＣＢ）は、好ましくは、チャネルに沿って移動可能であり、かくして、
光源に対して移動可能であるキャリッジに取付けられる。第２の磁石が、キャリッジに取
付けられる。引続いてアームを支持体に再接続し、第２の電気コネクタを第１の電気コネ
クタに隣接して、好ましくはすぐ上に、配置したとき、突起部は、第２の磁石に向かう第
１の磁石の磁気引力により、上昇位置まで自動的に移動し、接点とピンの間の電気接続を
再確立する。
【００１８】
　アームは、好ましくは、アームの長さ方向と平行に延びる摺動方向に且つ支持体に対し
て移動可能に、支持体に取付けられる。かくして、アームは、好ましくは、支持体に対し
て水平方向に移動可能である。チャネルは、好ましくは、アームの摺動方向と平行な方向
に延びる。
【００１９】
　支持体は、好ましくは、複数のガイドを含み、複数のガイドは、アームを解放可能に保
持し、支持体に対するアームの移動を案内する。ガイドの各々は、好ましくは、支持プレ
ートに回転可能に取付けられたローラ又はホイールを含む。複数のガイドは、好ましくは
、第１組のガイドを含み、第１組のガイドは、その間にアームを保持する。第１組のガイ
ドは、好ましくは、少なくとも１つの上側ガイドと、少なくとも１つの下側ガイドを含む
。好ましい実施形態では、第１組のガイドは、１つの上側ガイドと、２つの下側ガイドを
含む。下側ガイドは、好ましくは、突起部が２つの下側ガイドの間に、好ましくはその中
間に配置されるように構成される。
【００２０】
　上側ガイドは、好ましくは、アームに係合するための展開位置とアームが支持体から取
外されることを可能にする引込み位置の間を、アームに対して移動可能である。移動可能
なガイドは、展開位置と引込み位置の間を、ユーザによって手動で回転されてもよいし、
並進移動されてもよい。好ましい実施形態では、移動可能なガイドは、展開位置と引込み
位置の間を、ユーザによって手動で摺動可能である。移動可能なガイドは、好ましくは、
支持プレートに形成されたスロットに沿って移動可能であり、スロットは、アームの長さ
方向に対して鋭角に傾斜している。
【００２１】
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　移動可能なガイドは、好ましくは、例えばバネ又は他の弾性要素によって、展開位置に
向かって付勢される。アームを支持体に連結させるために、ユーザは、移動可能なガイド
を引込み位置に移動させ、上側ガイド及び下側ガイドの間の垂直方向間隔を増大させる。
次いで、アームを上側ガイドと下側ガイドの間に挿入し、好ましくは、アームを２つの下
側ガイドの上に載せ、より好ましくは、下側ガイドの各々をチャネル内に少なくとも部分
的に入れる。次いで、ユーザは、移動可能なガイドを解放し、それにより、移動可能なガ
イドは、展開位置まで自動的に移動して、アームに係合し、その結果、アームは、上側ガ
イドと下側ガイドの間に保持される。移動可能なガイドは、好ましくは、展開位置にある
ときにアームの第２のチャネル内に少なくとも部分的に配置される。第２のチャネルは、
好ましくは、下側ガイドが少なくとも部分的に受入れられるチャネルと平行であり、好ま
しくは、アームにおいてかかるチャネルの反対側に配置される。
【００２２】
　アームを支持体に取付けたときのアームと支持体の相対位置に応じて、電気コネクタ間
の電気接続は、アームを最初に支持体に取付けたときに自動的に確立される。そうでない
場合、アームが上側ガイドと下側ガイドの間に受入れられると、ユーザは、第２の電気コ
ネクタに向かう第１の電気コネクタの移動を介して、アームを、電気コネクタが電気接続
を形成する位置まで支持体に対して摺動方向に移動させる。
【００２３】
　複数のガイドは、好ましくは、第２組のガイドを含み、第２組のガイドは、支持体に沿
う支持プレートの移動を案内し、かくして、支持体に対するアームの垂直方向の移動を案
内する。第２組のガイドは、好ましくは、少なくとも１つの左側ガイドと、少なくとも１
つの右側ガイドを含み、左側ガイド及び右側ガイドは、それらの間に支持体を保持する。
好ましい実施形態では、第２組のガイドは、２つの左側ガイドと、１つの右側ガイドを含
む。左側ガイド及び右側ガイドの各々は、好ましくは、支持体に形成されたチャネルに少
なくとも部分的に受入れられる。左側ガイドは、好ましくは、第１の支持体チャネルに少
なくとも部分的に受入れられ、右側ガイドは、好ましくは、支持体において第１の支持体
チャネルの反対側に配置された第２の支持体チャネルに少なくとも部分的に受入れられる
。
【００２４】
　右側ガイドは、好ましくは、支持体に係合する展開位置と展開位置から離間した引込み
位置との間を、支持プレートに対して移動可能である。右側ガイドは、支持体の組立中、
展開位置と引込み位置の間を手動で回転させられ又は他の仕方で並進移動させられる。好
ましい実施形態では、右側ガイドは、展開位置と引込み位置の間を、手動で摺動可能であ
る。右側ガイドは、好ましくは、支持プレートに形成されたスロットに沿って移動可能で
あり、支持体の長さ方向に対して鋭角に傾斜している。
【００２５】
　右側ガイドは、好ましくは、例えばバネ又は他の弾性要素によって、展開位置に向かっ
て付勢される。支持プレートを支持体に連結させるために、最初、左側ガイドを引込み位
置まで移動させ、左側ガイドを第１の支持体チャネル内に少なくとも部分的に入ることを
可能にする。次いで、右側ガイドを解放し、右側ガイドが展開位置まで自動的に移動して
支持体に係合することを可能にする。
【００２６】
　支持体は、好ましくは、支持体内に配置された滑車システムに連結されたカウンター重
りを含む。１又は２以上の可撓性コネクタが、好ましくは、第１のコネクタから電力ケー
ブルまで及び滑車システムの周りに延び、支持体に対する支持プレートの第１の垂直方向
の移動により、カウンター重りを第１の垂直方向と反対の第２の垂直方向に移動させる。
【００２７】
　ここで、添付図面を参照して、以下に、本発明の好ましい特徴を例示として説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
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【図１（ａ）】従来の照明装置の上方からの斜視図である。
【図１（ｂ）】従来の照明装置の正面図である。
【図１（ｃ）】従来の照明装置の背面図である。
【図２（ａ）】本発明の照明装置の支持体の正面図である。
【図２（ｂ）】支持体の上方からの斜視図である。
【図２（ｃ）】支持体の支持プレートの正面図である。
【図２（ｄ）】図２（ｃ）の線Ａ－Ａにおける断面図である。
【図２（ｅ）】支持プレートの斜視図である。
【図３（ａ）】支持プレートの上側ガイドが引込み位置にある支持体の正面図である。
【図３（ｂ）】上側ガイドが引込み位置にある支持プレートの斜視図である。
【図４（ａ）】本発明の照明装置のアームの上方からの斜視図である。
【図４（ｂ）】図４（ａ）の部分拡大図である。
【図４（ｃ）】アームの下方からの斜視図である。
【図４（ｄ）】図４（ｃ）の部分拡大図である。
【図５（ａ）】アームが支持体に第１の向きに取付けられ、支持体の第１の電気コネクタ
が下降位置にあり、上側ガイドが引込み位置にある照明装置の正面図である。
【図５（ｂ）】図５（ａ）に示した照明装置の一部の斜視図である。
【図６（ａ）】上側ガイドが展開位置にある図５（ａ）に示した照明装置の正面図である
。
【図６（ｂ）】図６（ａ）に示した照明装置の一部の斜視図である。
【図７（ａ）】アームを支持体に対して水平方向に移動させて、アームの第２の電気コネ
クタを第１の電気コネクタに整列させた、図６（ａ）に示した照明装置の正面図である。
【図７（ｂ）】図７（ａ）に示した照明装置の一部の斜視図である。
【図８（ａ）】第１の電気コネクタが上昇位置にある、図７（ａ）に示した照明装置の正
面図である。
【図８（ｂ）】図８（ａ）に示した照明装置の一部の斜視図である。
【図９（ａ）】図８（ａ）に示した照明装置の側面図である。
【図９（ｂ）】図９（ａ）の線Ｇ－Ｇにおける断面図である。
【図９（ｃ）】図９（ｂ）で特定された領域Ｚの拡大図である。
【図１０（ａ）】支持体に対するアームの第１の長さ方向移動後の照明装置の、図８（ａ
）に示したような正面図である。
【図１０（ｂ）】図１０（ａ）に示した照明装置の斜視図である。
【図１１（ａ）】支持体に対するアームの第２の長さ方向移動後の照明装置の、図８（ａ
）に示したような正面図である。
【図１１（ｂ）】図１１（ａ）に示した照明装置の斜視図である。
【図１２】上側ガイドが引込み位置にある図８（ａ）に示した照明装置の正面図である。
【図１３（ａ）】アームが反転した第２の向きにある図８（ａ）に示した照明装置の正面
図である。
【図１３（ｂ）】図１３（ａ）に示した照明装置の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　図２（ａ）～図１３（ｂ）を参照して、本発明の照明装置４０の実施形態を説明する。
この実施形態では、照明装置は、机用ランプの形態をしているが、変形実施形態は、床置
きランプ及び壁取付けランプを含む。照明装置４０は、垂直方向の支持体４２と、細長い
アーム４４を含み、細長いアーム４４は、ユーザによって支持体４２に反転可能に取付け
可能であり、すなわち、第１の向き及び第１の向きから垂直方向軸線の周りの１８０°回
転によって角度方向に離間した第２の向きのうちの選択された一方の向きに取付け可能で
ある。
【００３０】
　垂直方向の支持体４２を、図２（ａ）～図２（ｅ）に示す。支持体４２は、支持体４２
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がベース４６に対して垂直方向軸線の周りに回転可能であるように、ベース４６に取付け
られる。照明装置４０を点灯させたり消灯させたりするスイッチ４８が、支持体４２の前
面に取付けられる。アーム４４を支持するための支持プレート５０が、支持体４２に連結
される。支持プレート５０は、照明装置４０の移動可能な構成要素の支持体４２に対する
移動を案内するための複数のガイドを含む。この実施形態では、ガイドの各々は、支持プ
レート５０に回転可能に取付けられたローラ又はホイールを含む。支持プレート５０は、
その前面に取付けられた第１組のガイドを含み、第１組のガイドは、アーム４４の長さ方
向と平行な摺動方向にアーム４４が支持プレート５０に対して移動するように支持する。
第１組のガイドは、２つの下側ガイド５２と、上側ガイド５４を含む。２つの下側ガイド
５２は、それらの回転軸線が水平方向面内に配置されるように、支持プレート５０の固定
位置に取付けられる。上側ガイド５４は、支持プレート５０に形成された第１のスロット
５６内に配置されたロッド５５に沿って支持プレート５０に対して移動可能である。第１
のスロット５６は、水平方向に対して鋭角に傾斜している。上側ガイド５４は、図２（ａ
）～図２（ｅ）に示す展開位置と図３（ａ）及び３（ｂ）に示す引込み位置との間を、ユ
ーザによって手動で移動可能である。上側ガイド５４は、バネ５８又は他の弾性要素によ
って展開位置に向かって付勢される。
【００３１】
　支持プレート５０は、更に、第２組のガイドを含み、第２組のガイドは、垂直方向の支
持体４２に対する支持プレート５０の移動を案内するために、支持プレート５０の背面に
取付けられる。第２組のガイドは、２つの左側ガイド６０と、１つの右側ガイド６２を含
む。２つの左側ガイド６０は、それらの回転軸線が垂直平面内に配置されるように、支持
プレート５０の固定位置に取付けられる。２つの左側ガイド６０は、垂直方向に延びるよ
うに支持体４２の左側垂直面に形成された第１の支持体チャネル（図示せず）内に部分的
に受入れられる。右側ガイド６２は、支持プレート５０に形成された第２のスロット６４
内に配置されたロッド６３に沿って支持プレート５０に対して移動可能である。第２のス
ロット６４は、垂直方向に対して鋭角に傾斜している。右側ガイド６２は、図２（ａ）～
図２（ｅ）に示すような展開位置と引込み位置（図示せず）との間を移動可能であり、バ
ネ６６又は他の弾性要素によって展開位置に向かって付勢される。垂直方向の支持体４２
の組立中、右側ガイド６２を引込み位置まで移動させ、左側ガイド６０が第１の支持体チ
ャネル（図示せず）内に部分的に受入れられるように、支持プレート５０を支持体４２に
配置する。次いで、右側ガイドを解放して、バネ６６の力によって展開位置まで移動させ
、支持体４２の右側垂直面に形成された第２の支持体チャネル６８に部分的に入れる。第
２の支持体チャネル６８は、第１の支持体チャネルと平行に延びる。
【００３２】
　支持プレート５０はまた、照明装置４０の第１の電気コネクタ７０を含む。第１の電気
コネクタ７０は、２つの下側ガイド５２の間に、好ましくはその中間に配置される。第１
の電気コネクタ７０は、電力ケーブル７２（図９（ｂ）に示す）に接続され、電力ケーブ
ル７２は、ソケットへの接続のために、ベース４６内に配置されたリールからほどかれる
。また、図９（ａ）～図９（ｃ）を参照すると、この実施形態では、第１の電気コネクタ
７０は、第１のプリント回路基板（ＰＣＢ）７６の２対の電気接点７４を含む。第１のプ
リント回路基板（ＰＣＢ）７６は、突起部７８に取付けられ、突起部７８は、図８（ａ）
～図９（ｃ）に示すような第１の位置、すなわち、上昇位置と、図２（ａ）～図７（ｂ）
に示すような第２の位置、すなわち、下降位置との間を移動するように、支持プレート５
０に接続される。この実施形態では、突起部７８は、支持プレート５０に対して水平方向
の枢動軸線周りに枢動するように、支持プレート５０に取付けられる。突起部７８は、第
１の磁石８０を含む突起部７８に取付けられた構成要素の重量によって、下降位置に向か
って付勢される。
【００３３】
　支持プレート５０は、カウンター重り８２に連結され、カウンター重り８２は、支持プ
レート５０の背面に配置された第３の支持体チャネル（図示せず）に沿って移動可能であ
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る。カウンター重り８２への支持プレート５０の連結は、特許文献１に説明されており、
その内容を本明細書に援用する。
【００３４】
　アーム４４を図４（ａ）～図４（ｄ）に示す。アーム４４は細長いので、その長さは、
最大厚さよりも著しく大きい。光源８４が、アーム４４の第１の端部に取付けられる。図
９（ａ）～図９（ｃ）を再び参照すれば、光源は、プリント回路基板（ＰＣＢ）８８に取
付けられた複数の発光ダイオード（ＬＥＤ）８６を含む。発光ダイオード（ＬＥＤ）８６
は、それから放射された光を作業面に向かって差し向けるために、環状の反射器ハウジン
グ９０に包囲される。プリント回路基板（ＰＣＢ）８８は、アーム４４内に配置されたヒ
ートパイプ９２に取付けられ、照明装置４０の使用中、発光ダイオード（ＬＥＤ）８６か
ら放出された熱をヒートパイプ９２に移送する。アーム４４は、好ましくは、アルミニウ
ム又はその他の導電材料から形成され、それにより、アーム４４がヒートシンクとして作
用することを可能にし、熱をヒートパイプ９２から周囲雰囲気に移送する。
【００３５】
　アーム４４は、下側ガイド５２を受入れる第１のチャネル９４を含む。第１のチャネル
９４は、アーム４４の細長い下面に形成され、水平方向に延びる。アームはまた、上側ガ
イド５４を受入れる第２のチャネル９６を含む。第２のチャネル９６は、アーム４４の細
長い上面に形成され、これも水平方向に延びる。
【００３６】
　アーム４４は、第２の電気コネクタ９８を含み、第２の電気コネクタ９８は、リボンケ
ーブル１００によって光源８４に接続される。第２の電気コネクタ９８は、光源８４を電
力ケーブル７２に接続するために、第１の電気コネクタ７０に電気的に接続可能であり且
つそれから取外し可能である。第２の電気コネクタ９８は、１対のバネ負荷式のピン１０
２、好ましくはポゴピン（pogo pin）を含み、１対のバネ負荷式のピンは、第１の電気コ
ネクタ７０の電気接点７４の複数の対のうちの第１の対に係合して、第１の電気コネクタ
７０と第２の電気コネクタ９８間の電気接続を確立する。ピン１０２は、キャリッジ１０
６に取付けられた第２のプリント回路基板（ＰＣＢ）１０４に接続され、キャリッジ１０
６は、アーム４４の第１のチャネル１０４に沿って、かくして、光源８４に対して移動可
能である。第２の磁石１０８が、キャリッジ１０６に取付けられる。第２の磁石１０８は
、突起部７８に取付けられた第１の磁石８０に対して反対の極性を有する。
【００３７】
　アーム４４を垂直方向の支持体４２に連結させるために、ユーザは、最初、支持プレー
ト５０の上側ガイド５４を引込み位置に移動させる。ユーザは、上側ガイド５４を引込み
位置に維持しながら、アーム４４を２つの下側ガイド５２と上側ガイド５４の間に挿入し
、図５（ａ）及び図５（ｂ）に示すように、２つの下側ガイド５２をアーム４４の第１の
チャネル１０４に入れ、第２の電気コネクタ９８を２つの下側ガイド５２の間に且つ第１
の電気コネクタ７０に隣接するように位置決めする。これらの図において、アーム４４は
、第１の向きに示され、第１の向きにおいて、光源８４は、第１の電気コネクタ７０の右
側に配置される。次いで、ユーザが上側ガイド５４を解放すると、図６（ａ）及び図６（
ｂ）に示すように、上側ガイド５４は、バネ５８の付勢力によって展開位置に自動的に移
動する。上側ガイド５４が展開位置に移動すると、アーム４４の第２のチャネル９６に入
り、その結果、アーム４４は、第１組のガイドの間に保持される。
【００３８】
　第１の電気コネクタ７０と第２の電気コネクタ９８の間の電気接続を形成するために、
ユーザは、アーム４４を水平方向に（図６（ａ）及び図６（ｂ）に示すように右方に）摺
動させる。図７（ａ）及び図７（ｂ）に示すように、第２の電気コネクタ９８は、アーム
４４と一緒に移動し、第１の電気コネクタ７０のすぐ上に位置決めされる。第１の電気コ
ネクタ７０と第２の電気コネクタ９８が物理的に整列するとき、すなわち、第２の磁石１
０８が第１の磁石８０のすぐ上に配置されると、図８（ａ）～図９（ｃ）に示すように、
第１の磁石８０と第２の磁石１０８の間の磁気引力は、突起部７８を、下降位置から上昇
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位置に移動させるように引き寄せる。好ましくは水平方向位置である上昇位置まで突起部
７８を移動させると、図９（ｃ）に示すように、第１の電気コネクタ７０の第１の対の電
気接点７４と第２の電気コネクタ９８の１対のピン１０２との間の直接接触による電気接
続が確立される。第１の電気コネクタ７０と第２の電気コネクタ９８の間に確立された電
気接続により、ユーザが、スイッチ４８を用いて光源８４を作動させることを可能にする
。
【００３９】
　アーム４４は、図１０（ａ）及び図１０（ｂ）に示すような第１の水平方向位置と図１
１（ａ）及び図１１（ｂ）に示すような第２の水平方向位置との間を、支持体に対して移
動可能である。第１の磁石８０と第２の磁石１０８の間の磁気引力は、ユーザがこれら２
つの水平方向位置の間でアーム４４を摺動させるときに第１の電気コネクタ７０と第２の
電気コネクタ９８の間の電気接続が保持されるように選択される。その結果、支持体４２
に対する光源８４の水平方向位置がユーザによって調節されるとき、キャリッジ１０６は
、第１のチャネル９４に沿って移動する。
【００４０】
　図１３（ａ）及び図１３（ｂ）は、アーム４４が支持体４２に第２の向きに取付けられ
た照明装置４０を示し、第２の向きにおいて、光源８４は、第１の電気コネクタ７０の左
側に配置されている。これにより、垂直方向の支持体４２及び支持プレート５０の背面を
照明装置の前にいる人に露出させることなしに、ユーザが、机又は他の作業面の異なる部
分を照明することを可能にし、かつ、スイッチ４８が、照明装置４０の正面から容易にア
クセス可能であり続けることを可能にする。垂直方向の支持体４２に対するアーム４４の
向きを変更するために、図１２に示すように、ユーザは、最初、上側ガイド５４を展開位
置から引込み位置に移動させる。ユーザは、次いで、アーム４４を下側ガイド５２から遠
ざかるように持ち上げる。アーム４４が下側ガイド５２から遠ざかるように移動するとき
、第１の電気コネクタ７０と第２の電気コネクタ９８の間の電気接続は遮断され、突起部
７８は、重力によって下降位置に移動する。ユーザは、次いで、アーム４４の向きを垂直
方向軸線周りに１８０°回転させることによって変更し、上述したようにではあるがアー
ム４４が第２の向きになるように、照明装置４０を再組立てする。アーム４４の向きの反
転のため、第１の電気コネクタ７０と第２の電気コネクタ９８の間の電気接続が確立され
るとき、第２の電気コネクタ９８のピン１０２は、第１の電気コネクタ７０の複数の対の
電気接点７４のうちの第２の対の電気接点に係合する。
【００４１】
　要約すると、照明装置は、支持体と、アームを有し、アームは、支持体に対して移動可
能に且つ選択された向きに支持体に取付け可能である。アームは、アームの長さ方向に少
なくとも部分的に延びるチャネルを有する。光源は、アームに取付けられる。第１の電気
コネクタは、支持体に取付けられ、第２の電気コネクタは、アームに取付けられる。第２
の電気コネクタは、第１の電気コネクタに取外し可能に電気的に接続され、かつ支持体に
対するアームの長手方向移動によってチャネルに沿って移動可能である。
【符号の説明】
【００４２】
４０　照明装置
４２　支持体
４４　アーム
５２　下側ガイド
５４　上側ガイド
７０　第１の電気コネクタ
８４　光源
９４　第１のチャネル
９６　第２のチャネル
９８　第２の電気コネクタ
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【図１（ａ）】 【図１（ｂ）】

【図１（ｃ）】 【図２（ａ）】



(12) JP 6578045 B2 2019.9.18

【図２（ｂ）】 【図２（ｃ）】

【図２（ｄ）】 【図２（ｅ）】



(13) JP 6578045 B2 2019.9.18

【図３（ａ）】 【図３（ｂ）】

【図４（ａ）】

【図４（ｂ）】

【図４（ｃ）】
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【図６（ａ）】 【図６（ｂ）】
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【図８（ａ）】 【図８（ｂ）】
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【図９（ａ）】 【図９（ｂ）】

【図９（ｃ）】 【図１０（ａ）】
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【図１０（ｂ）】 【図１１（ａ）】

【図１１（ｂ）】 【図１２】
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【図１３（ａ）】 【図１３（ｂ）】
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